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学校に行けないフィリピンの少数民族（チボリ族）の子どもたちを精神里親制度で支援しています
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発行年４回（２月、５月、８月、11月）

第３０回総会の報告

(単位：千円)

（＊）前年度の繰越金から補充されます。

予　測 平成22年

収　入 13,500

15,595

△2,095

平成23年

12,300

14,500

△2,200

平成24年

11,100

13,500

△2,400

支　出

差引計（＊）

南　　昌宏　２１８票　　鬼村　信行　２１１票

小林　知津　２１３票　　河原　紀夫　２１６票

大須賀育代　２１６票

有効投票数　２２７票有効投票数　２２７票

会　長　　　　　南　　昌宏

副会長　　　　　鬼村　信行

事務局担当理事　河原　紀夫

広報担当理事　　小林　知津

広報担当理事　　大須賀育代

役員の担当がなかなか決まらなかった総会

　６月１９日（土）台東区生涯学習センターで第３０回

総会が開催されました。

　総会に先立ち南昌宏会長の挨拶があり、続いて楠

元直美兵庫支部長を議長に選出して開会しました。

総会の出席者は１５名、委任状提出者２４２名、計２５７

名で規約による定数を満たし総会は成立しました。

　平成２１年度の活動報告および収支報告は、南会長

からあり、支援事業及びその他の活動の実施状況が

報告されました。本年度の事業収支は、会費や寄付

金の減少にともない１５０万円ほど赤字になりました。

　坂詰美代子監事より監査報告を頂いたのち、平成

２１年度の活動報告および収支報告は承認されました。

　続いて、新理事の選出に入り、吉永洋子選挙管理

委員から理事候補者の信任投票結果が報告され承認

されました。

　大須賀育代監査役が今期より理事に承認されまし

た。それに伴う後任の監査役には、吉永洋子さん（東

京）が推薦されて、承認されました。

　平成２２年度の活動計画および予算が説明され、本

年度６月に締結の３カ年の支援契約に基づく支援事

業およびＳＣＭＳＩとの合同会議・交流会の開催（５

月２４～２７日）、今後の当会の活動の再検討の実施、

横浜高島屋の「美しきアジアのしごと　染織りと工

芸展」（７月２１～２６日）への参加出店などの活動計

画の実施と、今後３カ年の収支予想に基づく予算が

報告され承認されました。

　総会終了後、南会長よりＳＣＭＳＩとの合同会議と

３カ年の支援契約書および覚書の締結の報告があり、

引き続き大阪の小林理事、山口の山田伊津子支部長、

千葉の橋本あき応支部長からそれぞれ、ＳＣＭＳＩと

の交流会の報告がありました。

　また、横浜の山崎登美子さんから６月にチボリに

立ち寄られた時の様子は「現地の女性たちが確実に

自立してきているとともに、ＳＣＭＳＩの卒業生が就

職できるようになっています。しかし、山奥に住ん

でる子どもには支援の必要性を感じました」との報

告を受けました。　　　　　（文責：理事　河原紀夫）

１………第３０回総会の報告

２～３…ＳＣＭＳＩ／ＪＯＦＰＡ合同会議

４………大阪会場の報告記

　　　　山口・会員との交流会

５………チボリとの交流会　東京での模様

　　　　日本訪問感想

６………理事を終えて

　　　　３人が我が家にホームスティ！

７………30年の歴史の推移に遭遇して

　　　　美しきアジアのしごと　染織りと工芸展

８………会員のひろば／事務局便り
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チボリとの交流会　東京での模様

日本訪問感想

活動報告
千葉支部長　橋本あき応

チボリダンスを披露

初めての電車体験

　３２名の歓迎の出迎えを受けてマリア・ガンダムさ

んから、チボリの現状について次のような説明（概略）

がありました。

★私たち祖先は主に狩猟で生活していた。農業の改

良・植林・３つの湖でのテラピィアの養魚など支

援をいただいた。

★伝統工芸であるティナラク織

りの推進・縫製（ミシン）・木工・

建築技術の研修・家畜飼育な

どの支援があった。

★以前は病気になっても経済的

に病院へ行けなかったが、今

は家族で行けるようになった。

★教育は初等だけだったものを大学まで学べるよう

にしていただき、就職先では重要ポストで活躍し

ている。

★一部しか話せなかったが、このほか３０年にわたっ

て数多い支援をいただいた。おかげで３０年前に比

べると非常に良くなっているが、まだまだ貧困ラ

インを脱却できないでいる人々がたくさんいるの

で、今後も今までと変わらぬ支援をお願いしたい。

対話交流

意見・要望等

事務局より

親愛なるＪＯＦＰＡ

　私がマイダキヨコ

さんの教育里子であ

ったことは大変幸運

なことでした。現在、

私はＳＣＭＳＩのカレ

ッジの教員で学部長を務めていますが、今の私が

あるのは真にマイダさんと寛大なＪＯＦＰＡ会員の

おかげです。

　今回は思いがけなく初めて外国旅行の機会に恵

まれ、夢にも思わなかった日本へ楽しい旅をさせ

ていただいたことを非常に光栄に思います。初め

てお箸を使ったこと、東京ではこれまで写真だけ

で見ていた歴史名所や東京タワーをツアーで実際

に訪れたことなど、日本訪問は私の人生で忘れ得

ぬ経験となりました。

　日本ではこの他にも深い印象を受けました。チ

ボリ文化に一脈相通じるものがある茶道、日本人

の規律正しさと勤勉さ、日本人の温かいもてなし

の心、美味しい食べ物、そして日本での全ての経

験がとても大きな意味を持っており、決して忘れ

ることはありません。

　私たちを心から歓迎し、宿泊を提供してくださ

った久保さんと大須賀さん、そしてご家族の方々、

日本滞在中には本当に多くの皆様にお世話になり

ました。大須賀さんの家で泊まった時には、古い

日本刀を実際に手に持たせていただき、映画でし

か見たことのない日本刀を実体験しました。　私た

ちを温かく迎え入れて下さったＪＯＦＰＡの皆さん、

メディアに生中継を要請された華稜高校の生徒、

先生、職員の方々、そして、私たちに協力して下

さった他の方々。全ての方々に私の尽きせぬ感謝

の気持ちをお伝えします。

ダニロ ・ アバン　SCMSIカレッジ学部長

里親の“マイダキヨコさん”はすでに退会され、

連絡先がわかりません。どなたかご存知でし

たら事務局までご一報いただければ幸いです。

Ｑ１　小学校の就学率はどれくらいか？

Ｑ２　学校発足当初と今とで親の教育意識に変化があるか？

Ｑ３　いまだにドロップアウトする子がいるが何故か？

Ｑ４　大学卒業者の就職先はどこか？

Ａ１～４

　就学率は約７０％超。親の教育意識はあるが、

就学率に反映されていない。なぜなら経済的、

地理的、保育設備的条件や家事労働支援など

から学校に行かせられないでいる。ドロップ

アウトも同じです。

　大卒者の就職先は教師・看護師・自治体職員・

エンジニア・観光業・果樹栽培・　輸出等で、

勤務態度も良く評判がいい。

①３０年間の中で初等教育のみから大学までに高めた

ことは、レイクセブ発展に寄与しており、非常に

いいことである。

②ＪＯＦＰＡからの支援がなくなったら困る人がたく

さんでてしまう。ボランティアは長くやったから

終わりというものではない。ボランティアには心

身の健全性が必要である。
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理事　大須賀育代

３人が我が家にホームスティ！

前理事　石渡浩子

理事を終えて

　事務局まで電車で片道２時間の遠い道のりを、杖

をついて、そして、事務局の急な階段もなんのその、

いつも笑顔を見せてくださいました。

　そして、ある日こんなお言葉を。「２年後には、今

住んでいる千葉県から東京に引っ越す予定なので、

そのときは事務局を手伝えるよ！」。　

　石渡さんのチボリを思う情熱に感動しておりま

す！４年間本当にありがとうございました。そして、

今後もどうぞよろしくご指導下さい。　　　（事務局）

思い出の国立の事務所にて
（ご本人・ハヤテ・ご主人）

我が家の前で整列！！

　「カモンナム・サドゥ」羽田空港から、河原さん

（現理事）が３人を伴って、２６日午後５時過ぎ、

我が家に現れました。賓客は、よほど喉が渇いて

いたのか冷たい水を２～３杯一気に飲んでホッと

していました。慣れない日本で緊張と疲れとがピ

ークに達していたのでしょう。

　自己紹介のあと、私の友人がスナップを撮って

くれ、食事をしながら、現地の給食の話を聞こう

としたら、ダニロさんが「アーァ、今日は満腹だ！

今迄、お腹がすいていた～」と言って、大きなお

腹をさすったので皆で大笑いをしました。（現地の

お話は聞けなかった）。

　事務局から預かっている、会からのお土産のサ

ッカーボール６個、空気入れ６個を渡し大変喜ば

れました。本来は交流会で渡すのが良いのですが、

荷物の整理を希望していましたので、我が家で渡

しました。

　主人が、床の間より日本刀をダニロさんに見せ

ると、「サムライ・サムライ」と、喜んでポーズを

決めて、皆でお互いに撮影会となりました。

　翌２７日早朝、東京駅より、半日都内観光コース

に案内して、東京タワー、皇居前広場、浅草の浅

草寺界隈を散策しました。一番楽しそうで目がキ

ラキラしていたのは東京タワーで、その高さが驚

異のようでした。浅草で、３人を１００円ショップに

お連れしましたが、日本がどう映ったでしょうか？

　その後、台東区生涯学習センターでの交流会へ…。

　現地の奥地では、未就学児童がいる現実と、パ

ソコンを必要として高度な教育を望むＳＣＭＳＩが、

チボリ国際里親の会の現状をどう捉えて、お帰り

になったでしょうか？

　こんな疑問を抱きつつ、私のホストファミリー

の役目は、終わりました。３人の方が、病気、ト

ラブルに巻き込まれることなどなく、無事に帰路

につかれたのは何よりでした。　　　　　　

　４年間の理事のお勤めを

終えほっとしています。会

の今後をどうするかを考え

ることになり、現地からガ

ンダム代表、元里子のカレッ

ジ学部長、現大学奨学生を

招聘しました。

　滞在中、大阪で理事との

合同会議や会員との交流会（大阪・山口・東京）で

話し合いがもたれました。

　私たちの３０年の支援の成果は、現地の役所の職員

の７０％がＳＣＭＳＩの卒業生だったり、昔は外の部族

に馬鹿にされていたが、今はリーダー的な存在に

なっているなどのうれしい報告がありました。

　以前、日本からの支援は学校運営の７０％だったの

が、今は３８％になっているので、もう３年で終わる

といっても何とかなるでしょう。会員のみんなが一

度にやめるのもなかなかできないことで、この会を

生きがいにしている方や子どもが大学を終わるまで

など色々な方がおられるので、集まったお金を送っ

て援助するような形で終わるのも良いでしょう。

　私も何度か現地に行き、あの涼しいミンダナオの

山の中を懐かしく思い出します。純真な子どもたち

が私語ひとつない授業態度を日本の子どもたちに見

せてやりたいと思いました。

　私が事務局を引き受けた５年間はとても大変でし

たし、至らなかったと思いますが、やさしい方々に

お手伝いをいただき楽しくやらせていただきました。

私も最後まで見守って行きたいと思っています。
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■新入会員（<　>内はご紹介者又は入会のきっかけ）

山口県・夏川範子＜山田伊津子＞、山口県・伊藤和子＜山田伊津子＞、

大阪府・國藤アキ子＜岩井佐多子＞、香川県・大藪友利子＜大藪隆・節子＞、香川県・西朋美＜両親＞

■切手（未使用、使用済含む）その他

(紙面の都合で１１月号に掲載します。)

■ボランティア （会報、バザー、翻訳、その他）

相田陽子、石渡浩子、飯塚誠一、安藤美知子、大坂照代、恩田和美、

大西エベリン、岡澤麻里、佐伯三郎、坂詰美代子、正垣恵津子、

高井みどり、武田とよ子、冨江崇、永井久美子、長島信夫、長崎すみ子、

人見ゆうや、増田憲治、前田佳代子、前田恵、南信次、向山由里子、

安井博子、柳澤裕美、山内末雄、山崎登美子、吉永洋子、渡辺洋子　

■ご寄付者（ご寄付・随時ご協力の賛助費についてお名前を紹介させていただきます）

秋本光代、安藤美知子、石渡浩子、植木久美子、上山幸子、江波戸勲、大須賀育代、岡村鈴江、大藪隆・節子、

奥田高三、小野洋治・りゅう子、北浦千夏、坂詰美代子、佐藤静子、篠原寿美子、正垣恵津子、菅沼いずみ、

杉山幸子、鈴木静代、高井和子、武田一枝、中島利枝子、長崎すみ子、波多江寿子、反納新一、東文恵、

府中真弓、古井美由紀、西川雄子、増田文江、増山富美子、松本満江、南昌宏、三沢ひろこ、森崎純子、

矢野憲作、山内末雄、北九州の匿名の方

■編集後記

　編集に携わることになりまし

た。未熟で伝えきれていないと

思います。皆さまの

ご意見をお寄せ

ください。

　　（大須賀）

■編集後記

　編集に携わることになりまし

た。未熟で伝えきれていないと

思います。皆さまの

ご意見をお寄せ

ください。

　　（大須賀）

■悲しいお知らせ

　香川県の大藪隆支部長が自宅療養中にご逝去さ

れたとのお知らせを受けました。永年のご尽力に

心より感謝申し上げるとともに、心よりお悔やみ

を申し上げます。

　大藪支部長のご遺志を継がれ、

お嬢様の友利子さんがこのたび

チボリの子どもの里親を引き受

けて下さいました。

■文京ボランティア ・ 市民活動まつり２０１０

日時：１１月２０日（土）１０時～４時

場所：東京都文京区本郷４－１５－１４

　　　文京区民センター４階

■卒業研修旅行報告

４月に１泊２日の卒業研修旅行が行われました。

　参加した子どもたちからの感想文は次号に掲載

予定です。

■健康医療プロジェクト

会計報告と活動報告書が届きました。

詳細は次号に掲載予定です。

■事務局スタッフ募集

就業時間：週２～３日　１０時～４時（休憩４５分）

賃金形態：時間給制　８００円から

資 格 等：パソコン操作　英検２級以上

　　　　　事務職経験者なお可

業務内容：事務局全般（パートタイム）

詳細は０３－３８３５－１５４５まで。

会員のひろば　　　　　　　　　弓場清孝（千葉県）

　　　　　　　　　　現在、フィリピンにおいては、

富裕層と貧困層の格差がますます広がっているよう

です。そしてその犠牲になるのはいつも幼い子ども

たちだと思います。

　このような子どもたちの将来がとても気になりま

す。チボリの子どもたちも、私にとっては、深いつ

ながりがあるような気がしてなりません。　私は生

涯をかけて、このような子どもたちを支援していき

たいと思います。少しでも日本の多くの人たちが、

このようなフィリピンの現実を知って頂きたいと思

い、私は、生きる希望を与えてくれる映画「マリア

のへそ」の自主上映（船橋自主上映実行委員会・代

表弓場）を企画しています。

　ＤＶＤもお求めになれます。ＤＶＤの売上げの一

部は、販売会社である（株）Ｔ＆Ｋのご厚意で「チ

ボリ国際里親の会」に支援金として寄付させていた

だきます。

　ご希望の方は事務局・電話：０３-３８３５-１５４５まで。

JOFPAへのご支援・ご協力ありがとうございます 敬称略（２０１０年４月２１日～７月３１日）

お名前掲載を希望されない方は、お手数ですがその旨事務局までご連絡をお願いいたします。 サラマッ！チボリ語で
ありがとうの意


